
（様式５） 

判断基準が法令の定めに言い尽くされている場合の当該法令の規定 

 

審査基準（申請に対する処分関係） 

 

資料番号 ２７－１ 担当課 薬務衛生課 

法令名 温泉法 根拠条項 ５－２ 
許認可等

の内容 
許可の有効期間の更新 

○温泉法（昭和二十三年法律第百二十五号） 

（許可の有効期間等） 

第五条 第三条第一項の許可の有効期間は、当該許可の日から起算して二年とする。 

２ 都道府県知事は、第三条第一項の許可に係る掘削の工事が災害その他やむを得ない理由により

当該許可の有効期間内に完了しないと見込まれるときは、環境省令で定めるところにより、当

該許可を受けた者の申請により、一回に限り、二年を限度としてその有効期間を更新すること

ができる。 

 

（増掘又は動力の装置の許可等） 

第十一条 温泉のゆう出路を増掘し、又は温泉のゆう出量を増加させるために動力を装置しようと

する者は、環境省令で定めるところにより、都道府県知事に申請してその許可を受けなければ

ならない。 

２ 第四条、第五条、第九条及び前条の規定は前項の増掘の許可について、第六条から第八条まで

の規定は同項の増掘の許可を受けた者について、第九条の二の規定は温泉のゆう出路の増掘に

ついて準用する。この場合において、第四条第一項第一号から第三号まで、第五条第二項、第

六条、第七条第一項、第七条の二第一項、第八条第一項及び第三項並びに第九条第一項第一号

中「掘削」とあるのは「増掘」と、第九条の二中「掘削を」とあるのは「増掘を」と、前条中

「掘削が行われた場合」とあるのは「増掘が行われた場合」と、「当該掘削」とあるのは「当該

増掘」と、「温泉をゆう出させる目的で土地を掘削した者」とあるのは「温泉のゆう出路を増掘

した者」と読み替えるものとする。 

３ 第四条（第一項第二号に係る部分を除く。）、第五条、第九条及び前条の規定は第一項の動力の

装置の許可について、第六条、第七条並びに第八条第一項及び第二項の規定は第一項の動力の

装置の許可を受けた者について準用する。この場合において、第四条第一項第一号及び第三号、

第五条第二項、第六条、第七条第一項、第八条第一項並びに第九条第一項第一号中「掘削」と

あるのは「動力の装置」と、同号中「から第三号まで」とあるのは「又は第三号」と、前条中

「掘削が行われた場合」とあるのは「動力の装置が行われた場合」と、「当該掘削」とあるのは

「当該動力の装置」と、「温泉をゆう出させる目的で土地を掘削した者」とあるのは「温泉のゆ

う出量を増加させるために動力を装置した者」と読み替えるものとする。 
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